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書　評
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　　　珊θR加τo打cα1λρργoαcん（KENKYUSHA，2003）
本　橋　朋　子
　薯者の篠田義明教授は，2002年6月，早稲田大学大学院教育学研究科より，博士（教
育学）の学位を取得なさった。本書は，篠田教授が40年以上にわたるテクニカル・ライ
テイング研究の集大成ともいうべき博士号学位論文を加筆・再編成したものである。慮
士号取得の翌年という，驚くべき早さで学位論文が，英文書の出版では最高位の研究社
から出版されるのは非常にまれであり，これは，内容が高く評価されている証に他なら
ない。
　本書は，科学技術文書作成に携わる全ての人たち一教員，学生，エンジニァ，技微翻
訳者，科学者などを対象とし，日本での英語によるテクニカル・ライティングの研究一
Technical　and　Scientiiic　Writi㎎（TSW）において，日本人学習者に指導すぺき内容を提
案している。また，日本でTSWを発展させていくために，日本人の指導者を育成する
必要性についても論証している。
　今や技術大国となった日本では，研究の成果，アイデア，製品などを英語で発表する
ことが必要不可欠となっているが，明確で効果的な文書を作成する指導が十分にされて
いないのが現状である。アメリカでは，200以上の大学がTSWの分野で学士，修士，
博士課程を設置しているのに対し，日本の大学ではこうしたプログラムは皆無である。
日本の大学に設置されている科学技術英語などの授業では，文法，専門用語，読解練習
などを扱うにとどまり，コミュニケーションに必要な現代修辞法（modem　rhetoriC）を
指導しているところはほとんどない。そのため，文法上は正しい薬文でも論理性のある
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文書を作成することができないという問題が生じている。そこで、著者は亭40年以上に
わたる大手企業での杜員教育や大挙での英語教育を通して，また，25年以上にわたるミ
シガン大学での研究を通して珪臼本人英語学習者の鞄える間題点を分析し，TSWの理
講と方法を確立したむ
　本書は，5つの章，補遺，参考文献から構成されている。
　第1章では、日本における英語によるTSW研究の範囲をアメリカと日本の現状を比
較し、論及している。またラ著者が定めたTech口i鯛1a口dScie皿tiflcW舳㎎（TSW〕と
いう名称についで言及し。目的を持づた英語÷En幽h　fbr　Speoific　Purposes（ESP〕と
TSWとの関運性を説明している。さらに壼著者がTSWの指導で関わづた英文書類
や，著者が考案したTEP　Test（早稲田大学1ミシガン大学テクニカル　ライティング
検定試験一The　Techniむa1瓦㎎1ish　Pでoficiency　Test　of　th色∫oi皿t　Progr舳丘n　Tecbnioal
COm㎜血njcati㎝of　The　U皿iversity　of　M三chigan　and　Waseda　U皿ive．sity）の答案を分析し
た結果，日本人学習者の弱点を見出し，TSWには，現代修辞法の指導が重要であると
述べている。
　第2章では，まず，TSWをそめ起源から現在まで概観している。TSWの起源が，原
始時代の壁画や模形文字などに見られることや，ヨーロッパでは，ルネサンスの時代に
TSWが本格的に出現したこと，産業革命によりTSWの必要惟が急遠に高まったこと
などを説明している。その後，第二次世界大戦後の科学技術の発達に伴い，TSWの研
究がアメリカでも盛んになづていったが，日本では，1980年代に初めて，TSWの研究
機関が設立されたという経緯を説明L，この分野で日本が立ち遅九ていることを指摘し
ている。
　次に，欧米におけるTSWの様々な定義を分析した緒果，欧米では。TSWの指導領
域を，主題（subject　matter），言語学的アプローチ（lmguistic　app・oach），恩考過程の
アプローチ（tho㎎ht－process）に分類していることを見出している。著者は，これに文
化的な相違を考慮して，日本人学習者にふさわしい指導内容や指導領域を提起してい
る。すなわち，見出し（head五ng），目的（pu叩ose），要約（sum皿a・y），対象
（audience）、データの選択（se1ecモion　of　data），パラグラフの構成（o・g加i狽tion　of
par漱aphs），パラグラフ展開のパターン（pa・概aph　pattems）、明確なセンテンス
（cIe盆r　sentences），用語の選択（choice　of　wordS），視寛資料（visuals），形式（fo・一
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1nat廿ng）である。
　第3章では，企業や大学の教育現場での著者の長年にわたる経験から培われた研究成
果ともいうべきTSWの手法を詳しく紹介している。まず，」般教養の英語と目的を
持った英語，つまり実用英語の相違を図で表し，実用英語を実務の領域と学術の領域に
分けている。そこで，文法，構文，文学などを中心とした一般教養の英語に対し，実用
英語では，用語，現代修辞法，文法，形式，という4つの指導領域に注意を払うべきだ
と述、べている。
　次に，4つの領域それぞれについて，TSWにおいて目本人が抱えている問題点に対
する指導項目を具体的に挙げている。
　用語の選択については早O皿e　Word／One　Meani㎎（一語一義）という表現を作り出
し，案用文書では，具体的な単語を用いる重要性を述べている。そのために，名詞や動
詞の選択，名詞の形容詞的用法茱代示，語と語の相性（コロケーション）に関する注意
点を説明している。
　現代修辞法については，センテンスとパラグラフレベルで，簡潔で明確な表現にまと
める技法を豊富な例文を用いて述べている。つまり，目的別文書のスタイル処理法，基
本動詞や句動詞の処理法，適切な語調，定義法，複文を単文にまとめる方法，効果的な
センテンス構成法，効果的なパラグラフ構成，および展開法などである。ここでも、
One　Sentence／oneエdea，One　Pa．ag．aph／One　Topicといった著者が作り出した表現を用
いて呈分かりやすく説明している。特に，パラグラフの展開については、説得のパター
ンと情報伝達のパターンに大別し，さらに，それぞれを5つのパターンに分けて説明し
ている。すなわち里説得のパタ］ン（説得，間題・解決，原因・結果，比較享対照）
と，情報伝達のパターン（分析，記述，プロセス，調査・研究，定義）である。
　文法については、日本人の苦手な項目として，助動詞，時制，仮定法，前置詞，冠詞
を挙げている。
　形式については，いかなる書類にも最小隈守るべき形式があるので，そ牝ぞれの組織
や企業などが定めている形式に従うべきだと述べている。
　第4章では，実際に日本人によりて作成された英文書類を実務の領域（目本で書かれ
てアメリカヘ送ら牝た英文書類）と学術の領域（英語で書かれた諭文）に分けて，前章
で説明した手法に墓づき検討し，講評している。それぞれの実例について，［Ori釦al］
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と［My　Revision］を載せ，詳細な講評が加えられているため，非常に参考になる。
　第5章では，これまでの議論をまとめ，日本人挙習者にとって効果的な指導法を構築
するために，以下の10項目を提言している。
I、大学は，TSWで挙士，修士，博士号を授与する学部を設置する。
2．英語によるTSWを指導する者は，上記のプログラムで教育を受ける。
3，TSWでは，コミュニケーション能力を向上きせるために，遼切な言語学的側面と
　　現代修辞法を指導する。
4、指導者は，現代修辞法の効果的な利用法を指導する。
5．指導者は，遼切な用語選択，効果的な文の構成，適切なパラグラフの構成法を指導
　　する。指導者が，内容を理解できない場合は，その分野を尊攻している学生に確認
　　する。
6、科学技術の專門分野については，英語の教員ではなく，各分野の専門家が指導す
　　る。
7．科学技術の分野を専攻している学生やエンジニアは，TEPテスト，つまり，科学
　　技術分野におけるコミュニケーション能力を測定するテストを受験する。
8、効果的なTSWの基本を習得するために，学習者に，明確に，簡潔に，正確に英文
　　を書くように注意する。
9．学生は，論文を作成する際，各機関が定めているスタイル・マニュアルに準拠す
　　る。
ユo．学生は，文書作成上の基本要素，つまり，見出し，目的を表す文，アブストラク
　　ト，要約、視覚資料，形式などに準拠する。
　本書には，補遺が1ユ項目ある。ここでは，テクニカル・コミュニケーションプ1コグラ
ムが設置されている教育機関のリスト，著者が携わった社員研修の企業リズト，テクニ
カル1コミユニケーション関連の学術団体や協会のリスト、1980年に設立されたJapan
Society｛o．Technical　Co㎜珊micatio血の役員1Jストが挙げられている。また，TSWの
重要性についての米国航空宇宙局（NASA）による見解，日本人の作成した英文書類に
対するアメリカ人の専門家達による見解を紹介している。アメリカ人の作成した非論理
的な日本語文書に対する著者による批評も載せている。他に，AbstractとSum皿aryの
違いや，TitleやSubject　Li・eの作成法，ミシガン大学におけるTSWの授業のシラバ
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スも紹介している。
　本書は，日本におけるTSW研究を体系づけた唯一の書である。TSWのスキルを身
につけようとしている人たちにとって，理論と実践の両方が学べる本書は，まさに必携
である。また，本書全体の構成を通して，英文で書かれた学術書であることから，これ
から英語で論文を書ζうとしている学部生，太学院生，Ph．D、を取得しようとする研
究者，仕事で論文を書く必要のある人などにとって，論文の中身の書き方のみならず，
目次の立て方などの形式を知る上でも，大いに役立つ稀観の書である。
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